
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 
株式会社日本政策投資銀行（代表取締役社長：橋本徹、以下「DBJ」という。）

は、相馬共同火力発電株式会社（本社：福島県相馬市、代表取締役社長：五十

嵐喜良、以下「相馬共火」という。）に対し、総額 300 億円のシンジケートロー

ンを組成しました。 
 
相馬共火は、平成 23 年 3 月 11 日の東日本大震災により発電所などの設備に

大きな被害を受けておりますが、目下、電力の安定供給の確保に向け、被災し

た設備の早期復旧に取り組んでおります。 
 
本件シンジケートローンは、東日本大震災により被害を受けた福島県新地町

にある新地発電所の復旧資金に活用されます。 
 
DBJ としては、引き続き、被災地域の復興を支援するとともに、わが国にお

ける電力の安定供給のために必要となる資金についても、各金融機関と連携・

協調して対応していく方針であります。 
 

 
【シンジケートローンの概要】 
組成金額           ：300 億円 
アレンジャー       ：DBJ 
コ・アレンジャー   ：東邦銀行、七十七銀行 
エージェント       ：DBJ 
参加金融機関       ：東邦銀行、七十七銀行、青森銀行、DBJ 
契約締結日         ：平成 24 年 2 月 27 日 

 
 
 

相馬共同火力発電(株)に対するシンジケートローンを組成 

【お問い合わせ先】 

経営企画部 広報・ＣＳＲ室 電話番号 ０３－３２４４－１１８０ 

東北支店 企画調査課 電話番号 ０２２－２２７－８１８２ 

シンジケーショングループ 電話番号 ０３－３２４４－００１６ 

 

平成 24 年 2 月 27 日 

株式会社日本政策投資銀行 

代表取締役社長 橋本 徹 


